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【認可時又は届出時】 【令和元年度】

５　教員組織の状況

＜生命健康科学研究科　保健医療学専攻（修士課程）＞

（１）ー① 担当教員表

の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

専 教授

教授

専
准教
授

堀田　典生

＜平成31年4月＞
博士（医学）

専
准教
授

堀田　典生

＜平成31年4月＞
博士（医学）

運動生理学特論
健康増進学演習A
（身体機能の基礎）
健康増進学演習C
（身体機能の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

運動生理学特論
健康増進学演習A
（身体機能の基礎）
健康増進学演習C
（身体機能の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専
准教
授

尾方　寿好

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

下内　章人

＜平成31年4月＞
医学博士

専

専

教授
（専
攻主
任）

馬場　礼三

＜平成31年4月＞
博士（医学）

専

教授
（専
攻主
任）

専 教授

担当授業科目名

障害者生理学特論
災害時救急医療特論※
健康増進学演習A
（身体機能の基礎）
健康増進学演習C
（身体機能の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

障害者生理学特論
災害時救急医療特論※
健康増進学演習A
（身体機能の基礎）
健康増進学演習C
（身体機能の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

障害科学※
運動障害特論A（内科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

運動障害特論A（内科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

對馬　明

＜平成31年4月＞
博士（生体情報）

疾病予防科学概論※
運動障害特論A（内科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

担当授業科目名

健康増進学特論※
健康増進学演習B
（健康運動実践の基礎）
健康増進学演習D
（健康運動実践の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

健康増進学特論※
健康増進学演習B
（健康運動実践の基礎）
健康増進学演習D
（健康運動実践の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

運動障害特論A（内科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

酒井　俊郎

＜平成31年4月＞
博士（学術）

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

疾病予防科学概論※
運動障害特論A（内科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

教授

下内　章人

＜平成31年4月＞
医学博士

生涯スポーツ特論※
健康増進学演習B
（健康運動実践の基礎）
健康増進学演習D
（健康運動実践の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

生涯スポーツ特論※
健康増進学演習B
（健康運動実践の基礎）
健康増進学演習D
（健康運動実践の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

教授

平手　裕市

＜平成31年4月＞
学士（医学）

専 教授

平手　裕市

＜平成31年4月＞
学士（医学）

酒井　俊郎

＜平成31年4月＞
博士（学術）

専

馬場　礼三

＜平成31年4月＞
博士（医学）

障害科学※
運動障害特論A（内科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専

専 教授

對馬　明

＜平成31年4月＞
博士（生体情報）

専 教授

専
准教
授

尾方　寿好

＜平成31年4月＞
博士（教育学）

地域救急医療特論
救急医療学演習A
（地域救急医療基礎）
救急医療学演習C
（地域救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

地域救急医療特論
救急医療学演習A
（地域救急医療基礎）
救急医療学演習C
（地域救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専
准教
授

藤丸　郁代

＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専
准教
授

藤丸　郁代

＜平成31年4月＞
修士（看護学）
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専 講師

矢澤　浩成

＜平成31年4月＞
修士（生体情報）

専 講師

専 講師

水上　健一

＜平成31年4月＞
博士（医学）

専 講師

水上　健一

＜平成31年4月＞
博士（医学）

健康増進学特論※
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

健康科学特論
健康増進学演習A
（身体機能の基礎）
健康増進学演習C
（身体機能の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

健康科学特論
健康増進学演習A
（身体機能の基礎）
健康増進学演習C
（身体機能の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

矢澤　浩成

＜平成31年4月＞
修士（生体情報）

健康増進学特論※
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専 講師

松村　亜矢子

＜平成31年4月＞
修士（スポーツ科学）

専 講師

松村　亜矢子

＜平成31年4月＞
修士（スポーツ科学）

生涯スポーツ特論※
健康増進学演習B
（健康運動実践の基礎）
健康増進学演習D
（健康運動実践の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

生涯スポーツ特論※
健康増進学演習B
（健康運動実践の基礎）
健康増進学演習D
（健康運動実践の発展）
健康増進学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
健康増進学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専 講師

飯尾　洋子

＜平成31年4月＞
修士（教育学）

専 講師

飯尾　洋子

＜平成31年4月＞
修士（教育学）

運動障害特論B（整形外科系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

運動障害特論B（整形外科
系）※
救急医療学演習B
（救急医療基礎）
救急医療学演習D
（救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専 講師

岡村　雪子

＜平成31年4月＞
修士（看護学）

専 講師

岡村　雪子

＜平成31年4月＞
修士（看護学）

ライフサイクル救急医療特論
救急医療学演習A
（地域救急医療基礎）
救急医療学演習C
（地域救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

ライフサイクル救急医療特
論
救急医療学演習A
（地域救急医療基礎）
救急医療学演習C
（地域救急医療発展）
救急医療学特別研究A
（基礎研究）（研究指導）
救急医療学特別研究B
（発展研究）（研究指導）

専 助教

北辻　耕司

＜平成31年4月＞
修士（救急救命学）

専 助教

北辻　耕司

＜平成31年4月＞
修士（救急救命学）

救急スキル特論
災害時救急医療特論※
救急医療学演習A
（地域救急医療基礎）
救急医療学演習C
（地域救急医療発展）

救急スキル特論
災害時救急医療特論※
救急医療学演習A
（地域救急医療基礎）
救急医療学演習C
（地域救急医療発展）

兼担 教授

西沢　祐治

＜平成31年4月＞
博士（理学） 兼担 教授

西沢　祐治

＜平成31年4月＞
博士（理学）

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼担 教授

岩本　隆司

＜平成31年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

岩本　隆司

＜平成31年4月＞
博士（医学）

生と死の文明論※
医用技術の未来学※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生と死の文明論※
医用技術の未来学※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼担 教授

村手　隆

＜平成31年4月＞
医学博士

兼担 教授

村手　隆

＜平成31年4月＞
医学博士

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼担 教授

櫻井　信夫

＜平成31年4月＞
医学博士 兼担 教授

櫻井　信夫

＜平成31年4月＞
医学博士

生と死の文明論※
医用技術の未来学※

生と死の文明論※
医用技術の未来学※

兼任 教授

喬　善楼

＜平成31年4月＞
博士（医学） 兼任 教授

喬　善楼

＜平成31年4月＞
博士（医学）

生と死の文明論※ 生と死の文明論※

兼任 教授

古川　圭子

＜平成31年4月＞
医学博士 兼任 教授

古川　圭子

＜平成31年4月＞
医学博士

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼任 教授

市原　正智

＜平成31年4月＞
医学博士 兼任 教授

市原　正智

＜平成31年4月＞
医学博士

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生と死の文明論※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※
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の別　 の別　

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

担当授業科目名担当授業科目名

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼任 教授

岡野　昭夫

＜平成31年4月＞
修士（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法学） 兼任 教授

岡野　昭夫

＜平成31年4月＞
修士（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法学）

生命健康科学研究法C
（基礎・臨床実験研究計画法）
※

生命健康科学研究法C
（基礎・臨床実験研究計画
法）※

兼任 教授

宮下　浩二

＜平成31年4月＞
博士（医学） 兼任 教授

宮下　浩二

＜平成31年4月＞
博士（医学）

運動解析学特論
運動障害特論B（整形外科系）※

運動解析学特論
運動障害特論B（整形外科
系）※

兼任 教授

古川　鋼一

＜平成31年4月＞
医学博士 兼任 教授

古川　鋼一

＜平成31年4月＞
医学博士

生と死の文明論※ 生と死の文明論※

兼任 教授

城　憲秀

＜平成31年4月＞
医学博士

兼任 教授

城　憲秀

＜平成31年4月＞
医学博士

ヘルスプロモーション論※
疾病予防科学概論※
生命健康科学研究法B
（疫学統計）

ヘルスプロモーション論※
疾病予防科学概論※
生命健康科学研究法B
（疫学統計）

兼任 教授

白石　知子

＜平成31年4月＞
博士（学術） 兼任 教授

白石　知子

＜平成31年4月＞
博士（学術）

ヘルスプロモーション論※
地域健康支援論・演習※

ヘルスプロモーション論※
地域健康支援論・演習※

兼任 教授

米澤　久幸

＜平成31年4月＞
博士（理学） 兼任 教授

米澤　久幸

＜平成31年4月＞
博士（理学）

障害科学※ 障害科学※

兼任 教授

長谷川　龍一

＜平成31年4月＞
博士（生体情報） 兼任 教授

長谷川　龍一

＜平成31年4月＞
博士（生体情報）

障害科学※
地域健康支援論・演習※

障害科学※
地域健康支援論・演習※

兼任 教授

佐藤　純

＜平成31年4月＞
医学博士 兼任 教授

佐藤　純

＜平成31年4月＞
医学博士

生命健康科学研究法C
（基礎・臨床実験研究計画法）
※

生命健康科学研究法C
（基礎・臨床実験研究計画
法）※

兼任 教授

戸田　香

＜平成31年4月＞
博士（医学） 兼任 教授

戸田　香

＜平成31年4月＞
博士（医学）

地域健康支援論・演習※ 地域健康支援論・演習※

兼任 教授

野田　明子

＜平成31年4月＞
博士（医療技術学） 兼任 教授

野田　明子

＜平成31年4月＞
博士（医療技術学）

地域健康支援論・演習※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

地域健康支援論・演習※
生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼任 教授

山下　均

＜平成31年4月＞
医学博士 兼任 教授

山下　均

＜平成31年4月＞
医学博士

生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼任
准教
授

榊原　明

＜平成31年4月＞
博士（学術）

生と死の文明論※ 生と死の文明論※

兼任
准教
授

小林　果

＜平成31年4月＞
博士（医学） 兼任

准教
授

小林　果

＜平成31年4月＞
博士（医学）

疾病予防科学概論※ 疾病予防科学概論※

兼任
准教
授

榊原　明

＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼任
准教
授

髙玉　博朗

＜平成31年4月＞
博士（工学） 兼任

准教
授

髙玉　博朗

＜平成31年4月＞
博士（工学）

生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

生命健康科学研究法A
（生命医科学概論）※

兼任 講師

中川　与四郎

＜平成31年4月＞
博士（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法学） 兼任 講師

中川　与四郎

＜平成31年4月＞
博士（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ療法学）

障害科学※ 障害科学※
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

【令和元年度】

特になし。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

　　　　算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・専門職大学院の場合は、「研究指導教員」を「研究者教員」と、「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

名 名 名

　（２）－②　専任教員数【大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

6 4 6

准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

5 3 5 1 14
5

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

3 5 1 14

(5) （3） （5） （1） （14）

講義のみ担当
の教員数

7 6 1
7 6 1

（7） （6）

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

（1）

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授 講　師 助　教

計
（Ｄ）

14

［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］ ［0］

5 3 5 1 14 5 3 5 1

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

（7） （6） （1） （7） （6） （1）

7 6 1 7 6 1

教授　70
准教授以下　65

0 0

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
14

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
0

= 0 ％
14
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

計計

後任補充状況の集計（Ｅ）

0

③の合計数（c）

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

必修 0 科目

必修

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

該当なし

職　位

自由自由 0

担当予定科目

必修 0

番　号

必修

0
人

計

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修・選択・自由の別 辞任等の理由専任教員氏名 後任補充状況

自由

科目

選択

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

該当なし

必修・選択・自由の別

0

0必修

合計（Ｄ）

0
科目 選択

必修 0

選択

自由自由

計0

0

必修

選択選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目 計 0

①の合計数（a） ②の合計数（b）

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

0 計

必修 0

計 0

自由

0

0

科目

0 科目 計

0自由

0

選択 0 選択

0 自由 0

選択

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目 必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）

0 科目

0

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

0 0科目

人
科目

職　位 専任教員氏名

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
11

自由 0 科目 自由 0 自由 0

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

計 0

選択 0

0

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

　該当なし

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

該当なし

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0
0 自由 0

計 0 科目 計 0 計 0

選択 0 選択 0

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

0 必修 0 必修 0

選択 0 科目 選択 0
人

必修 0 科目 必修
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